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令和４年度第１回習志野市総合教育会議 

資料１ 

学校運営協議会と地域学校協働本部の設置について 

 

習志野市では地域の未来を担う子どもたちの健やかな成長を目指し、家庭・地域・学校が連携、

協力しながら行う「地域とともにある学校づくり」を推進するため、令和 5 年度に市立小中高等学

校に学校運営協議会を設置します。併せてその協議会と学校・地域の懸け橋となる地域学校協働

本部を市立小中学校に一体的に設置します。 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営協議会と地域学校協働本部のイメージ図 

学校と地域が情報を共有し、熟議し、意思を形成する 

場となります。 

 

 

 

 

地域学校協働本部 

 

学校運営協議会の3つの権限 

学校運営協議会 

〇校長が作成する学校運営の

基本方針を承認する 

〇学校運営について、教育委

員会又は校長に意見を述べ

ることができる 

〇教職員の採用その他の任用

に関する事項（特定の職員

に関するものを除く）につい

て、教育委員会に対して、意

見を述べることができる 

熟議とは？ 

学校関係者と地域

の皆さんが「熟慮」

と「議論」を重ねな

がら、課題解決をめ

ざす対話のことで

す。 

熟議のテーマ 

防犯・防災  
いじめ・不登校 
地域貢献 など 
 

学校と地域が目標を共有して行う「連携・協働」

型の地域学校協働活動を推進するネットワークです。 

 

 

 

 

地域学校協働本部の 3つの要素 

〇コーディネート機能 

〇学校に対する多様な支援活動 

〇継続的な活動を充実させ、幅広い地域住民や 

団体等の参画を得るための工夫を行うこと 

地域学校協働活動とは？ 

幅広い地域住民（保護
者、町会・自治会、学生、
民間企業等）の参画によ
り、社会全体で、子どもた
ちを支え、地域を創生する
活動 

活動例 

本の読み聞かせ 
花壇等の環境整備 
登下校の見守り 
学習補助 
職場体験 など 

指導課 社会教育課 
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1.習志野市における設置方針 

 

 

2.学校運営協議会・地域学校協働本部を設置することの効果・魅力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.設置に向けた取り組み（設置検討会の開催） 
各学校において、学校運営協議会と地域学校協働本部の設置に向けた検討会を開催し、 

学校運営協議会委員と地域学校協働本部の中心となる地域学校協働活動推進員の候補者を

選定し、教育委員会へ推薦します。 

 

M 津浜 

学校の既存組織を移行することを基本として、内容の充実を図ります。 

・学校評議員 ⇒ 学校運営協議会 

・学校支援ボランティア ⇒ 地域学校協働本部 

・持続性（組織的・継続的な体制の構築） 
・社会総がかり（当事者意識・役割分担） 
・協働活動（目標・ビジョンの共有） 

 

 

効果 

・豊かで多様な体験や学びが充実 

・多くの人たちとのかかわりによる社会力の育成 

・地域の担い手としての自覚の高まり 

・安心・安全な生活 

・地域の理解と協力を得た学校運営の実現 

・地域資源を活用した、教育活動の充実 

・子どもと向き合う時間の確保 

・防犯・防災体制等の構築 

・個々の経験を生かすことによる、充実感や 

やりがいの醸成 

・学校を通した多くの人との交流 

・地域の活性化 

・防犯・防災体制等の構築 

・保護者同士や地域住民との人間関係の 

構築 

・学校や地域に対する理解の深まり 

・地域の中で子どもが育てられているという 

 安心感 

【子どもたちにとって】 【学校にとって】 

【地域にとって】 【保護者にとって】 

魅力 

検討会の構成員(案)  ※学校により異なります 

学校長、学校教職員 

学校評議員 

保護者代表 

学校支援ボランティアコーディネーター 

放課後子供教室コーディネーター 

学校運営協議会委員 

10 名を目途に選定 

 

地域学校協働活動推進員 

各校 1名選定 

 

教育委員会へ 

推薦 


